
石
叩

昭
和
町
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
昭
和
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
四
月
～

一
二
月
、
二
　
一
九

九
五
年
五
月
～
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
楠
　
正
勝

・
増
山
　
仁

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
下
町
跡

（武
家
屋
敷
・
町
屋
地
区
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
、
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

昭
和
町
遺
跡
は
金
沢
城
下
町
北
西
端
、
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
東
回
の
南
側
に
位
置
す

る
弥
生
時
代
と
江
戸
時
代
の
複

合
遺
跡
で
あ
る
。
駅
前
の
土
地

区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
三
次

に
わ
た
る
発
掘
調
査
を
実
施
し

た

。江
戸
時
代
の
絵
図
よ
る
と
、

ハ

調
査
地
は
武
家
屋
敷
地
と
町
屋

金
　
に
該
当
す
る
。
武
家
地
は
三
〇

〇
〇
石
な
い
し
四
〇
〇
〇
石
ク

ラ
ス
の
下
屋
敷
地
か
請
地
で
、
町
屋
は
地
子
町
と
な
る
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
の
竪
穴
建
物

・
溝

・
土
坑
、
江
戸
時
代
の
掘
立
柱

建
物

・
礎
石
建
物

・
ゴ
ミ
坑

・
井
戸

。
用
水
路

・
屋
敷
区
画
溝
な
ど
の
遺
構
を

検
出
し
た
。
遺
物

（陶
磁
器
）
は

一
七
世
紀
初
頭
か
ら
幕
末
ま
で
の
も
の
が
あ

り
、
火
災

（折
違
焼
き
・
延
宝
五
年

〈
三
ハ七
七
》

の
痕
跡
を
確
認
し
た
。

木
簡
は
、
第
二
次
調
査
に
お
い
て
土
坑
Ｓ
Ｋ
三
六
、
落
ち
込
み
Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
、

溝
Ｓ
Ｄ

一
二
か
ら
各

一
点
、
及
び
遺
構
外
か
ら
二
点
の
計
五
点
、
第
二
次
調
査

に
お
い
て
Ｓ
Ｋ

一
四
か
ら

一
点
、
以
上
総
計
六
点
が
出
土
し
た
。

土
坑
Ｓ
Ｋ
三
六
は
長
径

一
・
五
ｍ
深
さ

一
・
四
ｍ
を
測
り
、
円
形
を
呈
す
る
。

町
屋
の
屋
敷
地
裏
手
に
あ
る

一
九
世
紀
前
半
の
ゴ
ミ
抗
で
あ
る
。
同
様
の
ゴ
ミ

坑
は
多
数
見
ら
れ
、
屋
敷
地
内
の
空
地
に
次
々
と
掘
ら
れ
た
ゴ
ミ
坑
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
。
落
ち
込
み
Ｓ
Ｘ
Ｏ
三
は
自
然
の
窪
地
で
、
弥
生
土
器
も
出
土
し

て
い
る
。

Ｓ
Ｄ

一
二
は
、
幅
は
検
出
面
で
七
〇
伽
底
面
で
三
〇
銅
、
深
さ
は
約
二
〇
帥

を
測
る
。
屋
敷
地

（町
屋
部
分
）
を
区
画
す
る
溝
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
構
の
時

期
を
示
す
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
関
連
す
る
遺
構
か
ら
推
祭
す
る
と
、

一
七
世
紀
後
半
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｋ

一
四
は
町
屋
の
屋
敷
地
前
面
に
あ
る

一
七
世
紀
後
半
の
土
坑
で
、
長
辺

約
二
ｍ
短
辺

一
・
五
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
を
測
り
、
隅
九
長
方
形
を
呈
す
る
。



2005年出上の木簡

木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第
二
次
調
査

Ｓ

Ｋ

三

六

硼

　

「

Ｓ
Ｘ
〇
三

②

　

寿
」

Ｓ
Ｄ
一
二

①

　

「
日
Ш
」

遺
構
外
⑭　　「ｏ河北
三歌藻叫□醒一野」

せ

]□国§奪
り
ゆ

０
　
。
Ｔ

十

三

。
「
ｏ
Ｌ下‥　一　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＯ∞〉〈卜〇〉〈〇
　
〇騨〕

ω
は
円
形
を
呈
す
る
酒
檸
の
蓋
板
材
で
あ
る
。
「木
や
」
は
文
化
八
年

（
一

蔵
ｒ
］
Φ
×
飾
畔

ω
　
ｏ
ω
牌

疎
Ь
］
×
揃
ω
　
ｏ
盆

戯
習

］
Ｐ
×
一測
『
　

ｏ
⇔
牌

］
Ｐ
Ｐ
×
い
ｏ
×
Ｐ
Ｐ
　
ｏ
μ
牌

― (1)

― (4)

― (2)

二 (1)

ケ
HI

●:

― (3)

― (5)



八
一
一
）
の

『金
沢
町
　
名
帳
』
（金
沢
市
工立
玉
川
図
書
館
蔵
）
に
酒
造
業
を
営
む

屋
号
名
と
し
て
確
認
で
き
、
「清
瀧
川
」
の
銘
柄
を
も
つ
。
②
①
も
蓋
板
で
あ

る
。
い
は
長
方
形
を
呈
す
る
付
札
状
の
木
簡
で
、
上
部
に
小
孔
が
あ
け
て
あ
る
。

一
一　
第
三
次
調
査

甫
∞
『
∞
×
一制
Ｐ∞
　
ｏ
２

大
型
の
桶
か
樟
の
蓋
板
材
で
、
文
字
の
左
右
の
材
が
欠
損
し
て
い
る
。
裏
面

に
刃
物
傷
が
多
数
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
俎
板
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

金
沢
市
埋
蔵
文
化
勁
セ
ン
タ
ー

『金
沢
市
昭
和
町
遺
跡
Ｉ
』
（金
沢
市
文
化
財

紀
要
一
七
二
、
二
〇
〇
一
年
）

同

『金
沢
市
昭
和
町
遺
跡
Ｈ
』
（金
沢
市
文
化
財
紀
要
一
九
四
、
二
〇
〇
三
年
）

（補
　
正
勝
）

石
川
・木
ノ
新
保
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
木
の
新
保
七
香
丁

・
堀
川
町

・
北
安
江
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
五
月
～

一
二
月
、
二
　
一
九

九
二
年
四
月
～

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
増
山
　
仁

・
前
田
雪
恵

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

木
ノ
新
保
遺
跡
は
、
金
沢
市
北
部
を
流
れ
る
浅
野
川
の
南
岸
近
く
の
微
高
地

に
所
在
す
る
。
こ
こ
で
紹
介
す

る
の
は
金
沢
駅
東
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
に
伴

っ
て
実
施
し

た
第
二

・
三
次
調
査
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
区
の
南
西
を
石
川

県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が

同
　
一
九
九
三
年
に
発
掘
し
て
お
り

金
　
（第
一
次
調
査
）、
ま
た
、
遺
跡

の
北
東
に
あ
る
久
昌
寺
遺
跡
と

(1)

八 十
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